
■レンダリング事業者が自ら混合等処理する場合（記載例①）

レンダリング事業者A 肥料メーカーa

120→150
＋30

レンダ事業者Aの
交付対象数量 30

R5肉骨粉適正処分対策事業（利用促進）記載例の取引パターン

直近３年度譲渡等数量平均 120
R5製造数量 180
R5混合等処理数量（＝蒸製数量）180
R5譲渡等数量 150
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■肥料メーカーが自ら混合等処理する場合（記載例②～④）

レンダリング事業者B 肥料メーカーａ
直近３年度平均受入数量 300

↓
R5混合等処理数量 500

上限 200

0→50 ＋50

連携計画

連携計画なし

交付対象数量 200
（申請内訳）
レンダB 150
レンダC 50

→肥料メーカーａへ

＜記載例②（レンダリング事業者Bと肥料メーカーａの例）＞

＜記載例③ （レンダリング事業者Cと肥料メーカーｂの例）＞

200→350 ＋150

100→100 ±0

肥料メーカーb

商社

･･･

譲渡

レンダリング事業者C

レンダリング事業者D

連携計画

レンダリング事業者B 肥料メーカーｂ
直近３年度平均受入数量 300

↓
R5混合等処理数量 450

上限 150

150→250 ＋100

連携計画

連携計画なし

交付対象数量 150
（申請内訳）
レンダB 75
レンダC 75

→肥料メーカーｂへ

50→150 ＋100

100→50 ▲50

レンダリング事業者C

レンダリング事業者D

連携計画

＜記載例④（レンダリング事業者Dと肥料メーカーｃの例）＞

レンダリング事業者B 肥料メーカーｃ
直近３年度平均受入数量 200

↓
R5混合等処理数量 300

上限 100

50→200 ＋150

連携計画なし 交付対象数量 100
（申請内訳）
レンダD 100

→肥料メーカーｃへ

100→100 ±0

レンダリング事業者C

レンダリング事業者D 連携計画

連携計画なし
50→0 ▲50


